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天田高自，教授
(平成 5年度)
1. r地理情報システムによる環境保全型山村社会の環境条件と地域変容の解析
-評価 j の研究(科研費一般研究・分担〉で， 白山山系を対象に公共事業と地
域の活性化とに関する研究を行った O
2 . r山地河川の流域管理に関する研究」で崩壊地の危険度評価を行い， その成
果を報告書〈前 134頁〉としてとりまとめた(科研費試験研究・分担) 0 
3. 河畔林が治水に及ぼす影響に関する研究で，小貝)1を対象に河畔林が治水に
及ぼす影響を実証的に明らかにするとともに河川環境を治水との調和した河川
計画のあり方を考察した D
4. 環境科学研究科プロジェクト研究 f地理 4情報システムの構築による山地河川
の流域管理計画の試み j に関する研究代表者として，基礎的研究を行った o
5. 毘転式せん断試験を用いた土石流の内部応力に関する物理的考察を行った O
6. 砂防学会編集委員長，砂防学会.9 5砂防国際シンポジウム実行委員会委員，
「砂防学会賞J選考委員会委員，雲仙火山砂防特別委員会委員(幹事〉など学
会活動を行った O
(平成 6年度)
1 .流域に関する研究
地理情報システムによる環境保全型山村社会の環境条件と地域変容の解析評嫡，
科研費 B (代表者 安仁産 政武〉を一部使用 O 手取 )17)<.系牛首 )1および富士
) I!水系雨畑)1において，空中写真の判読ならびに現地調査を行い. G 1 S による
崩壊危険度評価を行った。
2. 災害情報システム構築に関する研究
土木研究所砂防部との共同研究
3. 酒匂)1支線狩)1 ，早川支線須雲)1の砂妨リフレッシュ計画
4. 渓流河道内植生の治水機能に関する研究，科研費一般 C
5. 雲仙水無)1Iの土砂生産と流出に関する研究，奨学寄付金
6. 砂防施設の機能評価に関する研究，奨学寄付金
7. 砂防学会編集部長 r砂防学会賞」選考委員会委員長， 火山妨災学研究会委
員等，学会活動を行った D
伊藤太一，講師
(平成 5 ・ 6年度〉
1 .科研費による E米の菌立公鴎展開過程について関する研究を進め，資料収集
及び関連文献データベース作成をおこなった O
2. 国立公園や森林計画・管理における住民参加のあり方やインタープリテーシ
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ョン活動についてアメリカ合衆国北西部の事例を現地誤査し，報
たo
にまとめ
3. アメリカ合衆国の先住民居住地域内の保全空間の利用問題についてアリゾナ
ナトiを中心に現地調査を行なった O
大坪輝夫，講師
〈平成 5 ・6年度)
1 .砂紡ダム築設と渓岸浸食
砂紡ダム築設後の渓床面の上昇が渓岸部に与える影響を明らかにするため，
井 J1演習林内の渓流部を対象地として，築設以降の降高，地上写真等の資料収
集をしながら渓床面の変動，洪水時の水位最高位置の確認，洗掘盆・洗掘範囲，
崩壊斜面の拡大変化等に関する調査方法の検討に着手した O
2. 林地のクマハギ害妨止技術
近年各地で深刻な問題となっている人工造林地の「クマハギ害 j に関しては，
井)1演習林も例外ではなく深刻な状況になっている O このため，野生動物ljとの
共存という観点から有効な被害防止策確立の検討資料として，平成 5年度から
当演習林並びに隣接地域の被害実態調査を開始し，平成 6年度に山視 i現住教綬
(現日本大学〉 ・林業薬剤協会らと共同試験を実施した D
①電楠によるクマハギ防止技術の開発試験
動物は弱電流にも鋭敏に反応する習性があるので，野生のクマにもこれが利
用できるか否かを調べるため 8月に演習林内と民有林に試験地を 2簡所づ
っ設定した試験地は大きさが 4x 4 mで高さ 30cm間隔に 3段に電線を張
り巡らし， 中央にハチミツとミツバチの巣を立IC代わりに置いて 11月まで観察
を続けた O 結果的には，設定時期が遅かったことやクマによる篭源装置を壊
される等の問題点はあったが， 効果の面では希望が持てそうであった C さら
に装置等に検討を加えて，次年度も継続試験を行うことにした O
②クマハギ防止忌避剤試験
井J1地域では， アカマツには樹皮剥ぎの被害が見られないことから，忌避剤
の開発を目的に，既成の林業用忌避剤による効果の脊無を調べるため 4月
下旬に演習林内の被害林分 2笛所に試験地を設定した D 試験地内の全立木に
3メーカーの薬剤 6種類を処理して 9丹と 12月に新たな被害の確認調査を実
施した。試験結果では，試験地内では新たな被害は認められなかった O これ
が忌避剤による効果と結論づけるにはいくつかの疑問があるため次年度に無
被害林分で再試験を実施することになった O
佐久間泰一，講師
(平成 5 ・6年度)
1 .耕作放棄水田と潤場条件に関する研究
前年度に引き続き，平成 5年度では，生産環境に与える悪影響を与える耕作
放棄水田に関する研究を行った O 悶場の整備水準と耕作放棄水田の関係を定量
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的に考察し，戦前の耕地整理もされていない未整備の水田，戦前の耕地整理が
なされた水田，戦後の約 20年間に区画整理された水田，昭和 39年以降に国
場整備された水田の 4つの整備水準の事例調査を行い，耕作放棄率が小さくな
りそうだということがわかった O 平成 6年度には， さらに調査を続け， 潤場整
備が耕作放棄率を小さくする役割を持つことを示したO
2. 緩傾斜地・中山部地における合理的農道構造に隠する研究
福島県三春 1可，群馬県妙義町，茨城県里美村と目立市など 7地区の傾斜地の
例と千葉県佐倉市，茨城県竜ヶ崎市の 2地区の平坦地の事例を調査し，傾斜
地と平坦地の水自の盟場整備の違いを，農道の構造(幅員，高さ，進入路，舗
装)，農道の構造と農作業効率について検討した O
3. 農業集落排水の運営に関する研究
茨城県下妻市，新治村，千代田町の 5地区の事例調査によって農業集落排水
施設の維持管理などについて検討した o 受益者から徴収した使用料では維持管
理費を跨えない地区があり， また施設の修理が国難であることなどが明らかに
なり，市町村の負担がばかにならないことがわかった O
4. 畑地の排水に関する研究
千葉県八街市と富里町のいわゆる北総台地の熔地の排水改良に検討した O 千
葉県茂原市や茨城県八千代町の先駆的排水改良事例を調査し，かつ，北総台地
の地形や土地利用状況などを精査して， 暗渠や調整池の設置，農道の高さや舗
装及び側溝に関する具体的な提案を提示した o
5. ハス田の園場整備に関する研究
低平地のハス田の現状と間場整備を，事例調査によって水田と比較しながら
検討し，以下のことを明らかにした O
①ハス田の箇場は，水田に一般にみられるような整備水準に達していない
②農道は軽トラックまたは ltトラックがすれ違うから， 幅員は 3.5---4. 3m程震
あればよい
③地盤が軟弱なため舗装の必要性が高い， 高さを田酉より高くすることが要求
される，施工上の問題で建設に費用がかさむなどの問題がある
④均平， レンコンの搬出，つぶれ地や工事費からみて少なくとも区画の長辺は
100mにはできるが，下層土に砂質土壌のある場合には，整地の土工が制約さ
れ，区画の大きさが制限を受ける，砂質土壌はレンコンの品質を低下させる
からである
⑤排水は地表排水のみを考慮すればよく， 小排水路は浅くて良い
⑤レンコンの品質と収量からみて作土厚さは 20---35cm程度を自標とすればよい
であろう O
6. 大匿画の長辺長の制限要閤に関する研究
大区画問場整備について事例調査を行い? 区画の長辺を制限するいくつかの
要因のうち，機械の作業性は制限要因にならないことを明らかにした O
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佐藤政良，助教授
〈平成 5 ・6年度〉
1 .農業用手IJ水ダムの洪水管理のあり方に関して，実際のダムの管理実績を分析
し，治水上の安全を優先しつつ，手IJ水上の危険度を最小限にするための具体的
な方法を，主として降水量予測技術の面から検討した O
2. 水系の利水管理に関する研究として鬼怒 J1 をとりあげ，取水堪等の施設整備
進行による新環境下における利水管理のあり方を， 7.K収支および水利構造の変
化から検討した D
3. 北関東地域における地盤沈下のー原因としての農業用地下水利用の現状を解
明するため，茨城県南部地域の陸自における用水管理実態，地盤沈下に対する
影響度等の検討を行った O
4. 河)1流量の合成手法として自己相関関係を利用する T F法をとりあげ，原流
量時系列と合成されたものとの同一性の外部評価基準として必要ダム容量を導
入して， T F法の適用結果の有効性に関する検討を行った O
5. 河川流量変動が農業用水利用形態に及ぼす影響について検討した O
杉山博信，助教授
〈平成 5年度〉
1 .東日本に所在する水源ダム流域(9ヶ所〉における水文データベースを利用
して，低水流出の指標を実用的見地より採ってみた O
2. 山地源流域での洪水・低水流出特性を明らかにした口
3. 農地造成地における洪水流出特註を検討した O
〈平成 6年度〉
1 . 山地源流域における低水流出特性を検討した O
2. 農地造成地における洪水流出特性を検討した o
氷飽揚四郎，教授
〈平成 5 ・6年度)
1 .総合的経済効果論の研究
大規模公共投資の社会的便益測定に関する「独立存在説Jと「完全転移説j
に関する基礎理論の研究を行った口さらに， マーシャル・タイプの生産の外部
性が存在する場合の最適解を市場解で実現するための税金補助金システムと，
間接社会的{受益の測定方法について研究した O
2. 大都市における土地税制の研究
都市における投機を目的とする地主の土地留保需要行動を，不確実性を考慮
して定式化し， 箇定資産税，みなし課税，収益税の効果について分析した O
3. 都市における情報通信発展と労働環境の研究
情報発展都市における家計の住宅立地，余暇，および消費行動を分析し， 清
報通信の発展が地価の分布，賃金率に与える影響を分析した。
4. 経済発展と情報通信に関する研究
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中国上海市の産業連関表を分析し，情報通信が経済発展に与えた影響を明ら
かにした O また， 中国計量経済モデルを構築し，各種通信産業の成長，衰退の
要因を分析し， さらに通信と交通の代替・補完の関係， それらの経済発展にお
ける院路性について分析した O
5. 中国における経済改革の研究
1 950年代からの中国の労働投入構造を分析した O 計量分析により計画経
済下における不効率な労働投入から改革開放後の効率的労働投入への変化を政
策因子を考慮、することによって解明し，説明した O
6. 霞ヶ浦の水質改善を具体的に想定し. 71<.系地域の社会経済モデルの特定化，
チッソ. 1) ンを中心とする汚染物質に起因する環境動態モデルの特定化， さら
に環境財評価測定モデルの特定化に関する予備的，理論的研究を行った O
7. 都市において，土地利用効率の低い劣悪住宅等により非効率的に利用，所有
されている土地の有効活用を図り，都市内の住環境の改善を促す税制のあり方
について，数値解析モデルを特定化し， シミュレーションにより研究した O
8. 社会経済の情報化により，将来大量に発生するであろうと予測されている失
業について， 中国上海市， 日本をケースとして実証的に研究，予測した O
9. 所得分布が内生化される経済環境モデルを構築し，外部性を内部化するため
の税金・補助金政策の所得再分配効果および最適所得再分配について研究した O
10. 情報通信の外部性を記述するモデルの基礎的研究を行った G
民板秀二，講師
(平成 5 ・6年度〉
1 .砂防ダムの土砂調節機能と混合砂擦の流送特性との関連を検討した O
2. 筑波大学)1上演習林試験流域の水土流出，水温，地温等の灘定観測を継続し
7こO
3. 大井川上流域の渇水量と年降水量の関連を検討した O
4. 砂防学における渓流地形研究の意義と役割についてレビューを行った O
5. 霞ヶ浦流域の水循環からみた整備計画調査に参加し，水箔環と森林との関連
を検討した o
足立泰久，助手
(平成 5 ・6年度〉
1 .舌L流凝集.急速凝集系における凝集速度のコロイド径依存性の測定結果を用
いて，転倒撹枠の基準化が行われた O
2. 高分子架構凝集のダイナミクス 1の成果を高分子添加系に適用することに
よって溶存状態の凝集過程における j容存状態のポ 1)マーコンフ庁メーションの
影響が明らかにされた O
3. 流れ場におけるフロックの挙動. ミクロなレベルで流れの可視化手法を適用
してフロックの動態を観察する為の装置の開発が行われた G
4. アオコの浮上分離特性.単一細胞レベルでの解析を行う為の沈降顕微鏡を開
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発した O
安部征雄，助教授
(平成 5 ・6年度)
1 .土壌内の塩類集積とその対策に関する研究として，土壌表層付近に集積する
塩類の捕集法について検討した O
2. 栽培利用年数が異なるハウス内土壌の物理・化学性の相違に関する調査及び
実験を実施した O
3. 砂漠化防止問題の考え方と対応について農業技術や潅減技稀に関係する立場
からの検討を行った O
4. 乾燥地における土壌の劣化と環境測定法の検討のためオーストラリア関連の
資料の整理， ;j(資源としてのダムの現状をまとめた O また，現地調査を実施し
fこO
黒石巌，講師
(平成 5 ・ 6年度)
1 .都市環境(大気汚染・ヒートアイランド・大気の乾燥化)改善の方策として、
建物産上・外壁面に摺物を植栽する環境共生建築物開発の基礎として下記の研
究を行った O
①既存建物屋上に損傷(亀裂・雨漏り〉を与えない植栽システムを開発した O
②踏圧を受けた芝地の衰退・枯死原菌を実験的に追求し、建物屋上における耐
踏圧芝地造成の為のシステム開発し実用化した O
③建物屋上植栽の給排水装置設計の基礎として、蒸発を含む植物生育の必要用
水量を植物種別に測定・検討している G
④建物屋上緑化が最上階室温に与える影響を、年間を通して測定・研究中であ
るO
⑤既存建物屋上に植栽可能な植物の探索と植栽方法の検討を実施している O
⑥空中窒素回定菌による大気浄化の基礎研究を実施中である O
2. 新開発の短時間汚水浄化装置の処理水を屋上に植栽した植物で 3次処理を行
い、この処理水を雑用水に使用するシステムを開発中。最終的には、個別浄化
処理水の雑用水化 による水資源の節約と屋上緑化による建物内温度の快適化
と冷暖房エネルギーの節約・都市環境の改善を指向した環境共生型建築物の路
発を B指している O
3. 植物による水質浄化の実用化研究の一環として下記の研究を実施中である D
①湖岸に浅池を設置し、有用植物を植栽し、湖水をポンプアップして順次下部
に流し、最終的には湖に放水還元する。この特徴は、浅池内に生態系を作り、
懸濁物および溶存窒素・燐とその化合物を除去しようとするもので、この方
式を水耕生物漣過法と称、する O 試験の結果、 ss量・透視度共に約 3倍の改
善が見られ、窒素と燐の除去率も高い数値を示した O しかし、未だに多くの
問題点があり、また、 ss量・窒素・燐の除去率改善の可能性があり、この
ための研究を続行中である O
②従来から実施していた筏植栽植物による水質浄化の研究をスケールアップし
て浮島描栽植物による水質浄化の研究を開始した O
小池正之，助教授
(平成 5年度〉
1 . トラクタフレームの合理的設計手法を確立する目的で，計算力学的接近によ
り最適形状とモードパターン特性の観点からの解析を行った O つまり， モノコ
ックフレームについては，隔壁を有する三次元箱型(シェル構造)のモード解
析を行い，最適設計条件の一助となる振動特性について検討した O
2. 車両通過後の土壌の動的締圏め現象については，前年度に引き続いて動的三
軸試験機により土の強度の観点から検討を進めている O つまり 3種類の土を
供試して， 土性，応力振幅比，乾燥密度などの関与ノぞラメータが土の破壊にど
のような形で影響を及ぼしているのかについて，定量的考察を行った D
3. 水田土壌の動的粘弾性特性を明らかにするため，供試土に微小振動を印加し，
複素手fI性率及び損失係数に乾燥密度，振動数，含7.K比が及ぼす影響について検
討した.測定には，動的粘弾性測定装置(オリエンテック社製，型式 DDV-VMF)
を使用した.
4. はつ土板プラウの曲面部に沿って移動するれき土の動的挙動と， そのねじれ
破壊現象についても前年度と開様の接近法で検討した。また， はつ土板の応力
分布を実験的に検証するために，小型三方向圧力変換器の開発を行って， その
現場適用性を吟味した D
5. 乾燥地での畜力耕うんに代表される，土壌への機械的作用と土壌侵食との関
速について，国際共同研究を行っている o 調査サイトはモンゴル中部の沙漠地
帯であり，平成 7年度の現地調査を念頭に，学術講査の計画を企酉推進した口
6. 朝鮮半島における古代型の形態的特性と審美工学的解析を通じて，特定地域
での惣の変遷過程などを調べている。本年度は釜山と済州島で臼韓共同セミナ
ーを開催して，考古学研究者と古代撃の工学的特震に係わる情報交換を行った O
7. 電気トラクタの開発に関連する国内外の文献調査を開始した D 車体構成の独
自性を打出すことを念頭に， グランドデザインを試行し，かっ車再性能の試算
を行った。
(平成 6年度)
1 . モノコックフレームの弾塑性解析を行った O ねずみ鋳鉄の弾塑性域における
強度特性を特定し，破壊現象に至る応力の変動状況を数値実験手法により調べ
たO モデルフレームの変形は，後車軸取り付け部に集中して現れることが分か
った O また，塑性ひずみ，最大たわみ，発生応力の解析を通じて， フレーム側
壁の肉厚は，比強度の観点からして効果的な設計変数であることが確認できた O
2. 繰返しねじりせん断試験機を供試して，土壌の動的締盟め現象を応力経路の
観点から追跡することを試みた o 本年は予備実験として， 中空円筒試料の安定
した作成方法，土中発生応力の把握方法，応力経路の追跡法について検討した D
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3. 電気トラクタは今後， アジア電気ピークルとしての位置づけでその諸機能の
一層の進展を計ることとした O つまり，車両機能に社会性を積極的に付与し，
農業のイメージアップに貢献する意図を明確に打ち出せる設計仕様の特定を試
行することとした O けん引性能と駆動性能については数値シミュレーションを
実施した O また，各種電池の継続使用性能についての技術情報を収集した。
4. 古代翠の設計仕様については， 引き続き文献調査を行っている O 茨城県土浦
市中貫の「東山毘地遺跡 j から発掘された古墳時代の鍛冶炉については， その
構造と出土農具との関係を調べた O この鍛冶炉では，鉄器の生産が行われてい
たようであり， フイゴの羽口や鉄原料を溶融した際に発生する鋼くずから，小
規模な製鉄が行われていたことが推定され，霞ヶ浦周辺の吉代生業について学
芸員と意見交換した。
小中俊雄，教授
〈平成 5 ・ 6年度〉
1 .農作業計画の最適化に関し， ファジィ線形計画，多評価基準 I A H Pを導入
する研究を行った O
2. 農業機械の更新寿命について I A H Pや多次元重要度推定法などを適用して
最適更新時期を求める研究を行った O
3. 農業機械に関する情報処理やシステム化をはかるために，共乾施設のシステ
ム計画やハイノf-テキストの応用について検討した。
4. 農業機械データベースとして I WINDOWS 版データベースを作成し，利
用方法を検討した。
5. 農業システム工学に関する CA 1ソフトウェアを WINDOWS版で開発を
開始した O
6. 農林水産省農業機械化審議会委員，農業機械学会評議員など種々活動した o
佐原簿三，教授
(平成 5 ・6年度)
1 .繋留式乳牛舎と放し飼い式乳牛舎における乳房清拭作業時間の相違について
研究した O
2. フリーストール型乳牛舎における乳牛の行動について調査した O
3. フリーストール型乳牛舎におけるフリーストールの利用について研究した D
4. フリーストール型乳牛舎におけるフリーストールの汚れについて研究した。
鈴木正之，教授
(平成 5 ・6年度)
1 . 国産ハーベスタによる間伐試験を行い，各要素作業の頻度分布を明らかにし，
径級別の作業能率を算定した O
2. 林業機械のメカトロ化と作業者の高齢化に対応した安全対策について検討し
fこO
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3. タワーヤーダと・プ口ッセサによるシステム作業における安全指針を検討し
7こO
4. 単軌道運搬機〈モノレール)の設計基準ならびに安全指針の試案を作成した O
鈴木光開，教授
〈平成 5 ・6年度〉
畑地濯説用水の水質基準の適正イヒに関する研究を行った(科研・一般研究
( B) ) 0 
2. 那珂)1 ;J<.系を研究対象として，広域水管理における農業用水の河川還元水量
推定のモデル化に関する研究を行った(農林水産省関東農政局受託研究)。
3. 霞ヶ浦用水地域での水利施設システム内の環境保全に関する研究を行った
(科研・試験研究(B) (1) 分担) 0 
4. 広域利水留の水循環効率に関する研究を行った〈科研・総合(A )分担) 0 
5. 外国人研究者の受入れ
マレーシア農科大学講師 Dr. Lee Teang Shui氏(日本学術振興会学術交流協
定による) 0 
6. 農学研究科長の業務を行った O
7. 農業土木学会副会長(理事)， 日本学術会議農業土木学研究連絡委員会幹事，
自本農学会評議員，など種々学会活動を行った O
瀬能誠之，助教授
(平成 5 ・ 6年度)
1 .共乾施設の計画・運営・管理のための支援システムの開発:
ライスセンタやカントリエレベータ等の施設計画， あるいは施設導入後の運営
・管理に対して， その意志決定を支援するためのシステムを検討した O ここで
は，共乾施設で最も重要な要素である荷受工程を研究の対象とし，実態調査に
基づくシミュレーションモデルを構築するとともに支援システムの構想を検討
した o
2. 農業農村活性化施設の計画・管理・運営に関する謂査研究:
農業構造改善事業における施設整備の計画手法と評価手法のあり方，特に農
畜産物処理加工施設を対象にについて検討した o
3. 地域活性化のための共乾施設普及予測手法に関する調査研究:
わが国の米生産の基幹施設である共乾施設の普及予測のため，農林統計資料
を利用して地域特性を考慮、した予測手法の開発を行なった D
4. 畜舎環境予測・診断・評価システムの開発:
畜舎設計，特に豚舎設計における舎内環境管理のためにパソコンを利用した
汎用性の高いシステムの開発を行なった口
5. 地震による酪農施設の被害に関する調査研究:
1993年釧路沖地震によって生じた酪農関係の被害状況を調査し，今後の妨災
対策について検討を行った O
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6. 農村景観の評価と保全に関する研究:
各地の農村景観を写真映像により収集し， これを SD法による評価方法によ
り分析した O また，主観評価と画像処理による物理的空間構成との関係を検討
している O
瀧1具弘，助教授
〈平成 5 ・6年度〉
1 .農業用ロボット開発の基礎研究として， トラクタの自動走行システムの開発
について， レーザーセンサーの利用を中心に検討した。
2. 農用車両による作業の効率化を自的として，旋回軌跡と四輪操舵制御法との
関係を理論的に研究するとともに， コンピュータシミュレーションにより検討
した O
3. フロントローダの作業性を拡大するために， フロントローダの多自由度化，
メカトロニクス化を行うための基礎的研究を行った O
4. 農業機械化作業計額のファジィエキスパートシステムの開発のー寅-として，
酒像データベースの作成について検討した O また，農業機械データベース開発
に関する研究を行った O
5. 農業用車両の走行軌跡を非接触センサにより検出し，連続的に記録する軌跡
記録装置の開発を行うとともに， これを農作業分析へ応用するためのソフトウ
ェアの開発を行った D
6. 農作業学会常任幹事，事務局幹事，農業施設学会編集幹事等としての活動行
った O また，農業機械学会のシンポジウムの準備委員として活動した O
多国敦，教授
(平成 5 ・6年度〉
1 . 臨場整備に関する研究
近年の農地利用の状況をみると，経営面積が小さいこと，農家の老齢化，後
継者不足などに起因し， また l人当たりのコメの需要量の減少などによって，
土地利用率が低下するばかりではなく，休耕・放棄される臨場が増大しつつあ
るO この傾向は，海外農産物の輸入との調整とも相まって巴本農業のあり方を
問われることになってきている口すなわち食料を供給する能力を落とすととも
に，農林地，特に水田のもつ土壌保全，水質保全，洪水防止，地下水極養など
の機能や景観など環境保全上の役割を低下させる。
そこでこれらに対応する掴場整備の研究が求められ，近年は平坦地における
大区画水田の圃場整備に関する研究を多面的にすすめている O 日本で一番大き
い区画をもっ千葉県佐倉市，角来， 臼井，鹿島各地区で実地に調査・研究を行
い，農道・用排水路構造，大区画と均平性などの懸案の問題点について研究を
すすめた O
また，放棄水田が環境に及ぼす影響，特に中山間地の個場整備のあり方につ
いての研究も求められる O 中山間地では放棄水田が生産環境に及ぼす影響につ
いて調査をすすめ，緩傾斜地・中山間地における合理的農道構造に関する研究
についてとりまとめた O
低平地では特異な生産環境をもっハス田の菌場整備について，震ヶ浦周辺で
現地研究をすすめている o
2. 土壌工学に関する研究
淡色黒ボク土(火山灰土〉の土壌物理性について研究をすすめている O
野口良造，助手
(平成 5 ・6年度)
1 .農作業計画の実行プログラム Cafarmを， N88Basicから Visual Basic for 
百indowsへのコンパートを行いった。
2. 平成 6年度の学内プロジェクトの奨励研究「遺伝的アルゴリズムによるトラ
クタ用ロータリ耕うん刃の最適配列計算Jにともない， トラクタのロータリ耕
うん部の最適設計を目的としたソフトウェアを開発した。また，非線形計画法
を用いて耕うんトルク波形のパラメータ関定についてその可能性を明らかにし
t:. 0 
3. 農業機械の更新問題においてファジイデータを用いた経済寿命の可能性， お
よびAHPを用いた農業機械の更新判断について論文としてまとめた O
山口智治，講師
〈平成 5 ・6年度)
1 . 園芸ハウス土壌の生産持続眼界と管理モデルに関する研究:多肥集約型の施
設園芸土壌に対して，作物・土壌環境系における肥料成分物質収支を解析検討
し，次いで土壌物理学的観点から土壌表層における塩類集積量の推定を行い，
これらから土壌の作物生産持続限界を評価するモデル構築について検討を行っ
t:.。
2. 土壌表層に集積する塩類の捕集法に関する研究:土壌の塩類集積問題への対
応として，土壌表層付近に集積する塩類を土壌表面に設置した捕集材によって
捕らえ，土壌自体への塩類集積を抑制する方法について検討した。とくに，
Soiltron内に供試土壌体を霊き，従自然的な日射， 温湿度環境条件下における
塩類捕集効率について実験解析を行った O
3. 自然エネルギ一利用造水・集水システムに関する開発研究:自然エネルギー，
とくに太陽エネルギ一利用のソーラスチル(直接法〉の新たな開発研究に着手
した O
4. 土壌環境における非破壊計測システムの開発に関する研究に着手した O
5. 農業施設学会理事， 同編集委員会(編集幹事長)として活動した O
大井洋，助手
(平成 5 ・6年度〉
1 .木材パルプの高収率化と無塩素漂白に隠して， リグニンの分解機構を解明す
??
る研究を行った O
2. 熱分解ガスク口マトグラフィーを木材， パノレプ， リグニンの構造解析に適用
する研究を行った c
3. 南洋材抽出成分の性状と抗菌性に関する研究を行った O
4. 木材の蒸煮，爆砕処理におけるリグニンの反応機構に関する研究を行った O
木村俊範，助教授
1 .生物系廃棄物のコンポスト化における反応初期過程の解析に関し，反応工学
的観点および微生物学的観点から解析し， コンポスト化反応機構の解明に取り
組んだ。(平成 5. 6年度)
2. 生ごみをコンポスト化原料とするための，新分別収集体系を偶発し，人口約
10万人の地区において実践に導いた平成 5年度)
3. 4年間の基礎研究を経て，都市ごみ由来の厨芥を主原料とする新構想の大型
コンポスト化システムを開発し，農林水産省補助(事業総額 4億 7千万円)を
得て実証施設を建設した(岩手県矢巾町) 0 上記 2項目の成果は平成 5年 4月，
NHKテレビによって全国放映された o 平成 5年度〉
4. 食資源、としての米，特にグローパルな存在としてのインディカ， パ-;fイノレ
米についての加工，貯蔵特性について検討し， さらにこれらの新品笹評価技術
としての NIR. RVAの適用性について調査した O その結果， 国産米とは別
個にキャリプレーションする必要はあるが，実用化の可能性の高いことを明ら
かにした平成 5年度〉
5. 米の最重要品質評価項目である炊飯米の粘り測定法の検討をし，粘りと飯米
の物理化学的性質との関係を調査した平成 5. 6年度〉
6. 国際協力事業団短期派遣専門家としてケニヤ， ジョモケニャッタ農工大学に
赴任〈客員教授〉し，平成 5年度には 6週間にわたって食品の加工，貯蔵に関
する技術についての講義，研究指導，セミナーを行った。平成 6年度には 9週
間にわたって食品加工，穀物利用科学についての講義，研究指導を行った O 国
際協力事業団集団研修コース〈農業機械化コース，精米・ポストハーベスト技
術コース)での講義を担当した(平成 5. 6年度) 0 
7. 農業機械学会国際交流委員会特別委員長として第 4回国際ワークショップを
企画， 開催(弘前大学)した o さらにそのプロシーディングを編集し， 同学会
より出版した〈平成 5年度)口他，学会，公的機関の各種委員として活動した。
黒田健一，助教授
(平成 5 ・6年度)
リグニンの新しい分析法として分析的熱分解法を取りあげ， その基礎的研究
を行った O
2. 第 4アンモニウム塩の木材への吸着性と木材防腐効力に関する研究を行った O
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佐竹隣顕，講師
(平成 5 ・6年度)
人間の脳神経系の機能や生物体の進化プロセスをコンピュータソフトウエア上
で模倣したニューラルネットワークや遺伝的アルゴリズムといったコンビュータ
サイエンスを設用した生物生産プロセスの最適化に演する以下の研究を行った O
1. I淘汰，交叉，突然変異」といった遺伝的オペレータを持ち，組み合わせ最
適問題の近似解法のーっとして注目される遺伝的アルゴリズムによる配合飼料
の最適設計に関する研究 O
2. ニューラルネットワークを援用した青果物の外部品質情報処理および新等級
判定法に関する研究 O
3. ニューラルネットワークによる家畜・家禽の飼養管理支援システム構築を自
的とした基礎研究 O
4. 米の外観品質判定機に搭載するニューロプロセッサの開発を自的とした基礎
研究 O
話木紀郎，助教授
(平成 5 ・6年度)
1 .人工知能による集製材ラミナの品質等級区分法の確立
従来行われてきた視覚的要素によるラミナの品質等級判定(呂視品質等級堅
分法〉に強度的要素を加味させること(機械的品鷲等級区分法)は， 品質判定
精度を高めるものである O また， このことは， 日米農産物貿易交渉における林
産物の貿易自由化に伴って，米国で現在採用している機械的品質等級区分法を
わが国における現行の規格〈日本農林規格)で併用するよう， その改正を強力
に求めた経緯がある O
複雑な関係にある呂視的要素とラミナの強度について，生物の神経系の仕組
みを工学的に実現したニューラルネットワークによって， ラミナの品質等級を
推論することを可能とした o
2. 木造住宅用部材における水分挙動，平衡含水率までの到達時間
木造住宅用部材の工場内生産〈プレカット)において，木材中の含水率の不
均一分布は建築後の構造体の精度を著しく低下させる O 工場における水分管理
が重要となる O カナダからの輸入材について，乾燥経過をその水分拡散と蒸発
の面から追求し，材全体が平衡含水率に到達するまでの水分挙動を検討した O
3. 木質ブロックの製造法に関する研究
戦後大いに奨励されて植林されたスギを始めとする針葉樹の多くが主伐期を
迎えつつある O また，近年猛威をふるった台風による針葉樹植林地の被害は大
きく，大量の風倒木や被害木をもたらした o このような原材料として供給能力
をもったスギ材の付加価値を高め， その有効利用を図ることを可能とした新し
い木質材料を考案したロチップに接着剤を添加した後， 熱圧成形することによ
って， ブロック状あるいは厚板状の新しいタイプのエクステリア・ウッドを開
発した q
。 。?
?
?
4. 揺動するノーズパーを用いた単板切削に関する研究
構造用材料として需要が高い合披や単板積層材を構成するエレメントである
単板の切削において， ノーズパーの働きはナイフとともに第 l義的に重要であ
るO これまでの一連の研究成果を基に新しい作用方式のノーズノぐーを考案した O
従来のパーと異なり工具切れ刃線に平行な面において， 自由な揺動運動をする
ものであり， スギ等の針葉樹からの単板製造に有効な切削機構が得られた o
5. 中賞繊維板(M D F )の被削性
構造用材料や家具用材として急速に需要が伸びつつある MDFについて， そ
の利用に際しては切断. uカット，ルーター加工，穴あけ等の多様な切削加工
が施されることが他のボード類に比較しでかなり多い。 しかしながら， その切
削機構や被削性能について系統的に研究検討されていない O 本研究では，衝盤
試験によって MDFの破壊靭性係数を求めることで， tJ]出加工に要する消費所
要動力を得るための理論解析し， その検証を試みた O
富田文一郎，教授
(平成 5 ・6年度)
1 .米国林産学会，米富農務省南部林業試験場，ならびに B本木材学会が 1991年
1 1月にシアトルで開催した Adhesivesand Bonded Wood Products (接着剤と
木質材料〉に関する国際シンポジウムのプ口シーディングの編集者を担当し，
刊行した G
2. 数年来，米国農務省との共同研究において木材の複合化に用いるため， フェ
ノールとユリアをホルムアルデヒドによって共縮合させた樹脂を開発してきた
が， これらの樹脂の硬化挙動と硬化物性を主として検討した O その結果， レゾ
ー jレ型に調製した共縮合樹脂は， 通常のフェノール樹脂と遜色ない性能を有す
ることが判明し，実用化が期待できる段階に至り， これらの研究成果を公表し
fこo
3. メラミンとユ 1)アのホルムアルデヒドによる共結合樹脂は，広く実用化され
ているものであるが，共縮合に関する生成機構が明らかでな ~\o これを検討す
るため閉じく米国農務省との共同研究を進めていたが. C-13NMRスペク
トルにより共織合を判定する方法を確立した O また. C - 1 3をエンリッチし
たホルムアルデヒドを用いて. C - 1 3をラベルしたメチロール誘導体を合成
し， これを用いて共縮合の生成機構を明らかにする方法を確立し，実際系の樹
脂合成に役立てることに成功した O これらの結果については， 昨年 1月に開催
された国際接着会議で発表した O
4. 木材の主要成分であるリグニンは，蒸解廃液中に大量に得られるが， その有
効利用について検討を続けている O 各種のリグニンが水溶性エポキシ化合物に
溶解することを見出し， これを利用し高分子体を合成しその物性を検討したと
ころ，氷点以下にガラス転移温度を有する特色あるものであった O 現在，研究
を続行しているが，一部の結果を口答発表した O
5. 古紙を利用してボードを製造することを?西松建設(株)と神戸製鋼(株)
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が共同して開発しているが， これを指導してきた D このボードは，エコロジー
ボードと名付けられているが，朝日新聞，産経新開，読売新開， 日本経済新聞
等の紙面で報道された O
6. B本木材学会理事， 同林産研究強化委員長， 日本木材加工技術協会理事， 同
編集委員長，森林・木笠資源利用先端技術推進協議会編集委員長など，種々活
動した口
躍冶煉，助手
(平成 5 ・6年度〉
1 .十数種類の試料を用いて農林廃棄物の化学組成とその燃焼熱との関係を解明
した O バイオマスのガス化燃焼実験装置を試作し updraft方式と downdraft方
式における試料層内の温度分布，生成ガスおよび発熱量などを調べ，ガス化燃
焼操作の最適化を計った O
2 パソコン制御方式の等温断熱型反応装置により，実験室規模で牧草自然発火
の全過程を再現した O 牧草自然発火に至るまでの必要条件および試料中の化学
反応を明らかにし，牧草自然発火の防止策を検討した O
3. コンピュータ甑像処理により，分離・混合操作における籾および米粒の運動
特性を観察・測定し，理論的解析を行った。また，玄米の培養課質実験を行い，
試料の生理的変化および物理化学的性質を調べた D
前)11:孝昭，教授
〈平成 5年度)
1 .食料資源7'ロU工学分野については以下の基礎研究を行った O
①完全制錦型植物工場の開発:植物の成長制御法を開発する意味で，植物の表
面生体電位計測法を検討した(校費) 0 
②新食品の開発:発芽玄米の発芽・発根の斉一性を図るための発芽装置の基礎
研究及び発芽玄米を原料とする新しい食品の加工方法を検討した。(平成 4
年度奨学寄付金継続) 0 
2. エネルギー・資源、・生物麗システム学・環境科学分野については基礎研究と
ともに実用化に踏み込んだ研究を実施した O
①畜産廃水処理に関する調査研究:別海町役場農林課松倉芳博氏とともに酪農
地域における窒素収支の解析と水系の富栄養化について調査研究を行った
く受託研究費) 0 
②簡易 2棺式メタン発酵装置の設計方法に関する研究:ダイシン設計(株〉技
術員黒須和代氏〈ノ〈イオシステム研究科大学院在学〉および共同研究員阿部
充氏とともに寒冷地用簡易 2相式メタン発酵装置の設計法の確立とこれに関
連する実験を行った o
③ 2棺式嫌気性流動床 1)アクターの開発:焼酎麗液の流動床型メタン発酵に関
する流動抵抗の予測を試みた O
③施設掴芸におけるエネルギ一利用の現状と将来方向:中・長期観点からのわ
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が国施設溜芸におけるエネルギーの効率的利用技術について誤査研究を実施
した(農林水産技術情報協会)。
⑤霞ヶ浦地区畑地かんがい用水の水蜜改善:霞ヶ浦用水の畑地かんがい用水の
水質改善を図るため， アオコの生物活性抑制のための基礎実験を行った〈科
研 B分担) 0 
⑤メタン麗による自然界から発生するメタンの測定値:水田から発生するメタ
ンの収集法と測定法を開発した〈校費)口
⑦コンポスト化に関する研究:コンポスト化機構に関して木村助教授と共同研
究を行った O
③微細藻類を用いたC02 固定:スピル 1)ナを用いたC02 笛定及びN. Pの盟定
に関して理論的検討を行った D
⑨糞尿に含まれる窒素の硝化・脱室に関する研究:低C/N比高産糞尿の硝化・
脱窒に関して品析法による間欠曝気法を検討した。
〈平成 6年度)
平成 5年度に引き続き，平成 6年度では生物のもつ機能や特性を生かす生物
資源70tA工学分野について研究を実施した D 特に食料資源7ロセス工学及びエネル
ギー・資源・生物園システム学・環境科学分野についての研究を行なった O ダ
イシン設計(株). NEC環境エンジニヤリングとの共同研究(A )を実施し，
それぞれ共同研究員 1名および 2名，合計 3名を受け入れた O さらに中国政府
派遣研究員，張 燕生氏(北京農業工程大学).科学技術庁派遣国内研究生，
乙部和紀氏(食品総合研究所〉の 2名を受け入れた o
1 . 食料資源プロセス工学分野については以下の基礎研究を行った。
新食品の開発:発芽玄米の発芽・発援の斉一性を図るための発芽装置の基礎研
究及び発芽玄米を原料とする新しい食品の加工方法を検討した(校費) 0 
2. エネルギー・資源・生物圏システム学・環境科学分野については基礎研究と
ともに実用化に踏み込んだ研究を実施した D
①畜産廃水処理に関する調査研究:北海道の酪農地域における窒素収支の解析
と水系の富栄養化について調査研究を行った(受託研究費) 0 
②簡易 2相式メタン発酵装置の設計方法に関する研究:ダイシン設計(株)共
同研究員阿部充氏とともに寒冷地用簡易 2相式メタン発酵装置の設計法の確
立とこれに関連する実験を行った(共間研究費) 0 
③ 2柑式膜複合嫌気性流動床リアクターの開発:限外ろ過膜複合流動床型メタ
ン発酵に関する菌体密度向上に関する研究を NEC環境エンジニヤリングの池
田憲一および町田信幸共同研究員と実施した(共同研究費) 0 
④施設園芸におけるエネルギ一利用の現状と将来方向:中・長期観点からのわ
が国施設麗芸におけるエネルギーの効率的利用技術について調査研究を実施
した(農林水産技術情報協会) 0 
⑤霞ヶ浦地区畑地かんがい用水の水質改善:霞ヶ浦用水の畑地かんがい用水の
水質改善を図るため，アオコの活性抑制のための基礎実験を行った〈科研 B
分担) 0 
? ?
⑤ C 0 2 /日 2 合成系車1養メタン菌の栄養源最適化による高効率メタン発酵に
関する研究:メタン菌の栄養源最適化による菌体密度の向上を図った(校費) 0 
⑦コンポストイヒに関する研究:コンポスト化機構に関して木村助教授と共同研
究を行ったく校費) 0 
③微細藻類を用いた C02 固定:スピルリナを用いた C02 固定及びN， Pの回定
に関して理論的検討を行った(校費) 0 
①糞尿に含まれる窒素の硝化・脱窒に関する研究:低C/N比畜産糞尿の硝化・
脱窒に関して品析法による関欠曝気法を検討した(校費〉。
⑬画像処理によるメタン菌測定法の開発:メタン菌の密度をメタン菌内に存在
する補酵素 F4 2 0の蛍光発色を利用して求める方法の開発に取り組んだ(科
研一般 B)。
出口 彰，教授
(平成 5 ・6年度〉
1 .広葉桜材の蒸煮処理効果と関連し，樹種による木材構成成分の差異を検討す
るために行った， 留産広葉樹 20種のニト口ベンゼン酸化生成物の分析結果の
とりまとめを行った O
2. 広葉樹材のニトロベンゼン酸化と熱分解ガスクロマトグラフィ一分析の関係
を調べるため 1. で用いたのと同ーの試料を用いて熱分解ガスクロマトグラ
フィ一分析を行い，結果の解析を行った口
3. 木材のパルプ化によるリグニンの変化を熱分解ガスクロマトグラフィーによ
って検討した D
4. クラフトパルプの亜硝敵前処理酸化漂白の反応条件の検討およびリグニンモ
デル化合物を用いた反応機構の検討を行った。
吉崎繁，教授
(平成 5 ・6年度〉
1 .バイオマスガス化燃焼装置の開発研究
2. 牧草自然発火メカニズムの解明
3. 玄米の低温長期貯蔵に関する研究
4. 米の混合機構の解明
5. 高水分廃棄物の乾燥
6. 玄米の改質に関する研究
? ?
